
◇ 正方形の紙から長方形の紙を何枚か切り抜いた

ときの残りの図形の面積Ｓを考える。正方形の１

辺の長さと、長方形の横の長さは、それぞれある

規則で増えていき、長方形の縦の長さは２である。

長方形は、ｎ番目の図形ではｎ枚切り抜くものと

する。右の図形はｎ＝３のときの様子を表す。下

の表を参考にして、次の問いに答えなさい。

１番目 ２番目 ３番目 ４番目 ･･････ ｎ番目

長方形の横の長さ １ ３ ５ ７ ･･････

Ｓ 14 37 70 113 ･･････ 478

（１）ｎ番目の正方形の１辺の長さをｎの式で表しなさい。

（２）ｎ番目の図形の面積Ｓをｎの式で表しなさい。

（３）Ｓ＝478であるときのｎの値を求めなさい。
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